
































































九月の復旧令の厳守 諸大名に命じた。更に 二月一日に姫路藩主酒井忠績を大老 し 幕府体制内の強化 努めた。
参勤交代・諸侯妻子在府の復旧は、その意向が伝わるや否







について、長州藩側の記録にないことから、西郷が実際に経幹に語っているかどうかは不分明である。しかし、薩摩藩が用意していたことは間違いなく、その内容 薩摩藩・久光の意向を反映したものであり、藩是 言える重要なものる。その中の一節で参勤交代・諸侯妻子在府の復旧に言及ており、以下そ 内容を確認したい。
扨只今幕府之卒暴絶言語候次第、第一天朝ヲ蔑ニシ、益交易ヲ專ラトシ、且一端諸大名参勤ヲ免シ、御台所ヲ国々ヘ退去成サシメ候処、又已前之通リ人質可差出候様被申触候由、今更中々ケ様之儀決シテ出来間敷相考ヘ申候故、芸州・備前等中国・関西 諸大名令一致 向後ハ何事モ申合万事相計可申段令決着候 此上ハ早速諸国ヘ参上致シ、取約申積ニ御座候間、何 長州公ヘモ御周旋申上、此掛合ヘ御加リ被成度奉存候
これによると、今の幕府の突然な手荒いやり方は言語に絶












難相整、然時は外夷は弥軽蔑驕慢之心を増し、乍恐御国威遂ニ地ニ堕ち可申は必然之勢ニ御座候」と、参勤交代による疲弊は武備の廃弛を招き、そうなれば外国から侮りや高慢な態度を示され、国威は地に落ちてしまうと嘆じる。そして、「非常之時世、御旧格ニ御拘泥被遊、只御府内而已之繁盛を以、万全之御良策と被思召、物価日ニ騰貴、諸国は月ニ衰弊仕、且摂海之要港 未盛大ニ御手不相付候而 乍恐尊王之御欠典とも可奉申上欤、別而奉恐入候次第ニ而長大息無限儀ニ奉存候」 幕府の私政を厳しく非難し、摂海防備の不備を指摘して、参勤交代の復活を批判 た。
長州藩処分については、元治二年一月五日、幕府は征長総




子・五卿の江戸送致の不可を、更に二八日には暫時猶予すべき旨を進言し、三月六日に駒井・御手洗に対して、江戸送致の再議を求め、出府を拒否する旨を言上した。一方で 二月一一日に福岡 久留米・佐賀・肥後・薩摩の五藩に五卿の分置を沙汰し、二二日には五藩の京都留守居 招き、それに関して五藩で協議し、時宜の処置 講ずることを命じており、台命と齟齬を来す発令 繰り返した。
一方で、朝命により一月二四日に入京した慶勝は、朝廷に
























いる。これは大政委任とは切り離して、明らかに将軍家の上洛を前提にしない諸侯による事実上の長州藩処分の会議を想定していたことを意味する。慶勝の動向は、将軍家の進発が実現しない中で、全権委任された 処置を否定する幕閣に対する抵抗であり 何より、将軍家の進発が絶望的な状況下において、衆議方式は早急 長州処分決定 有効な方策であった。また、慶喜が諸侯会議 志向した背景について後述する幕閣の猜疑心を忌避しての同意ではあるが、将軍家の進発は実現せず、一方で諸侯会議が実現した場合、自らが諸藩連合のホスト役とし 衆議をまとめる立場にな こ を想定していたと考える。
また、慶勝・慶喜の諸侯会議の方向性は、薩摩藩の政略を
反映したものであって、極めて重要な事象であ 薩摩藩は抗幕志向を明確にすると もに、そ 戦略として西国諸藩連合を提唱していたが、その具体的方策と思料できよう。朝威を背景にした衆議という大義名分の下、西国諸藩連合 結成し、幕府に対峙して国政へ 容喙を図る企図がこの段階で確立している。長州処分案が衆議 なわち事実上は西国諸藩を中心とする諸藩連合の合 によって決定し それが朝廷から幕府に沙汰されることによって、将軍家は大いに恥をかかされた上に大政委任は事実上、反故にされる。抗幕戦略の要
である朝廷権威の向上、幕府権威の失墜を一気に図る薩摩藩の戦略であった。
慶勝については、西郷吉之助の意向が反映されたことは疑

























と、先日慶喜を訪ね、 「当時関東之形勢旁思召相伺度申上候処、至極御配慮之御模様ニ御坐候、如何御所置相成候哉」と尋ねたところ、 「何分手前抔誠ニ不都合之由、しかし只今之役人ニ而は迚も不相済板倉ニ而も差出候而は如何と折角相考居候」と、自身への嫌疑と 勝静の登用の希望を述べた。
よって、小松は「先只今之形勢ニ而は究而橋公、会津、桑
名辺之処京師曳取候様幕命可 発、左候へは朝廷よりハ決而御差留ニ可相成その時は則混乱も差見得其上ハ弥幕威ヲ張り以前之通朝廷ヲ軽蔑し候者案中御坐候」 、現在の形勢では一会桑勢力をすべて江戸に引き戻す幕命が出るこ は間違いなく、そうなれば朝廷より差し止めの朝 があり 中央政局の混乱は必須と る。その結果、いよいよ幕府は以前のように朝廷を蔑視することは想像に難くな と断言する。
加えて、 「順を以申さは只今之内閣老辺御切替之処、第一
無左は諸候ヲ御頼橋公之御手限ニ而朝命ヲ御奉シ天下之大政













8え至当ニ出候得は、一橋様とても列藩ニて打取可申、少も御懸念有之間敷、只々根本之処ニ御尽力御坐候様」と慶喜追討も辞さない覚悟を示し、朝廷の動揺がないように逐一回答した。それに対し、朝彦親王 「至極御同意、兎角頼申候故、関白ニも右様之説追々申聞呉候様との御沙汰ニて」 、上田は関白二条斉敬にその内容を伝えている。この事実から、朝彦親王や二条関白の慶喜に対する信頼が必ずしも醸成されていないことが確認でき、 の中央政局における地位は通説と違って、脆弱であったと考えられ 薩摩藩・小松帯刀 入説を受け入れる素地が 。
一方で京都守護職松平容保は将軍家が進発を中止し、諸侯
























































かった。ここでは、長州藩の処置も議論されており、薩摩藩としては当初は参勤交代・諸侯妻子在府の復旧に絞った周旋をしていたが、この段階では毛利父子・五卿 東行阻止についても、併せて懇請していることが確認できる。六条有容や上田久兵衛は朝彦親王と相談し、その不可を画策した結果、二七日の朝議にお 否決に持ち込んだが、ここから小松・大久保による巻き返しが始まり、その日のうちに「小松帯刀大久保市蔵令面会畢、内願之義押而申出候事」 朝議 変更を迫った。
翌二八日、朝彦親王は小松・大久保を呼び、 「過日内願之





た。この間の事情について、二条関白は朝彦親王に「彼一紙（御沙汰書）会へ相見及内談候所、只今方会へ返答ニハ兎モ角モ御書取勘不承知之由申越候へ共、愚存ニハ今日御書取不被出候へハ最早説得モ無勘考、尊公下官迷惑而已ニ而押方無御座候ニ付、再応押返申遣候ニハ成丈手軽之書取ニ致し、是非々々被出候事ニ可致候」と語っている。これによる 事前に御沙汰書を会津藩に披見して内談した ころ 交付は不承知であったが、交 しなければ薩摩藩は納得せずに迷惑のみなので、薩摩藩作成の原案をなるだけ簡易にし、会津藩を再度説得するとのことであった。二条らが小松・大久保の執拗な周旋活動に辟易している様子が窺える。
なお、朝彦親王は「左様可心得様肥後守へ可申入置」と回
答し、松平容保への根回しを助言している。これにつ て、朝彦親王と会津藩士と 間には、 「広沢富次郎来参勤妻子等之御沙汰書被出候而ハ不宜旨申来仍而関白殿之封中見セ 処持帰リ畢、大野英馬未刻スキ来関白殿より見セ被下候通ナラハ先ッ〳〵御沙汰書被出候共宜旨 リ早々令伺公畢」とのや
り取りがあり、十分な根回しが行われていた。
さて、御沙汰書の内容については、以下の通りである。



































































とは看過できない事実であろう。前述の通り、一会桑勢力は基盤が脆弱であり、かつ慶喜と朝彦親王・二条関白の連携は確立したものとは言い難いレベルであった。しかし、御沙汰書の直接降下を阻止する過程で一会桑勢力は急速に結びつきを強めた。また、朝議 の審議事項について、予め一会桑勢力に打診するという政治体制が構築されるこ になる 本件は議奏六条有容がフィクサー なって周旋をしており、その後も朝 と一会桑勢力の接点となり続けた。ここに、肥後藩家老上田久兵衛 加え 布陣が中央政局 枢軸を形成 た。なお、薩摩藩は三月二日御沙汰書の交付にこだわる余り、結果として慶喜の取り込みを果 せなかった。
ところで、鎮圧された天狗党への幕府の過酷な処置（斬首






































年来尾張總督へ追々建議論辨せし初意 遵ひ、猶ほも五卿の帰洛復官を充分に周旋すへきの含なれハ、本 よりハ月形・早川・筑紫（衛）の三士上京あらハ、共 事を謀 、拙者も大に力を得ん」と京都で周旋することを明言し、福岡三士の同伴を求めた。
更に西郷は「時機を見透し先んして長筑薩三藩の兵を上京













郎らは三月六日に五卿問題の周旋のため、福岡藩から派遣された。その際に、長州藩士赤禰武人および久留米藩士渕 郁太郎が同行を願い出ており、早川らは西郷にその是非を尋ねたところ、 「時ありて使役するこ もあ へけれハ 其上京
の如きハ、此方の便利なるも知られす」との回答であったため、これを黙許した。早川らは二二日に着坂、二五日に上京して赤禰らを帯同したと留守居役東郷用人・大音兵部に諮ったところ、大音から追い返すように指示されたため、薩摩藩邸に西郷を訪ねて相談に及んだ
西郷は「躰ニヨリ薩州筑前ト長州ヲ誘ツテ京都ニ兵ヲ出ス

















の帰国命令があり、西郷は福岡藩の親幕府派を一掃できる機会と捉えていた 、思いも寄らない事態となったと驚きを隠さない。これは、 「畢竟筑・薩一致 処、幕府にて大きに嫌い居り候事と相見得、如何にも て離間 策を用いたきとの腹中へ、大音等 奸夫を餌にいたし、喜んで策を旋し候ものと相聞かれ申し候」と、幕府による薩摩・福岡両藩の離間策によるもので、福岡藩内の反対派の仕業である 嘆じ
大音はもともと親幕派であり、中央政局での朝幕関係を良
好と判断し、この間の福岡藩の長州藩寛典 向けて 周旋に対する幕府の嫌疑を過剰に恐れた。よって 二条関白や慶喜側近の原市之進・黒川嘉兵衛・川村恵十郎との接触を頻繁に図り、嫌疑の緩和に努めていたが 赤禰らの捕縛から一層の嫌疑を受け、幕吏から叱責を被っ ことを契機に五卿関連の周旋を打ち切り 関係者の強制帰藩を実行した そし この機会を捉えて親幕府派が藩政を牛耳り、乙丑の獄によっ尊王派を根こそぎにしてしまった。これにより 西郷が企図
した薩摩・長州・福岡の三藩連合は慶応元年段階で頓挫してしまい、 藩にとっては、有力なパートナー候補の福岡藩の脱落によって、連携相手は長州藩に限られることになった。薩長融合を期せずして促進した要因の一つであろう。
なお、西郷は「是非弊国の処、孤立のものに為すの策十分






















と、薩摩藩家老が大兵を率いて上京し非常の事態に備えるとの近衛忠房 話を記す。そして、 「小松帯刀弥京地住居申付ノ由妻子以下登京為用意、凡百ヶ日暇ニ而先比一先帰国近日再上京之由、方今大ニ正論唱居以後役家等へ出頭ニハ、人数引連厳重ニ尽力ノ由陽家内咄ノ由」と家老を小松と断定し妻子を伴って上京するため一時帰国していると述べ、上京後は武威をちらつかせて朝廷に迫るとの見通し 示した。小松の中央政局における注目度の高さが窺えよう
ところで、薩摩藩に対する中央政局における嫌疑は相当な

























ヤードとの会見を実現し、薩摩藩の正式な使節として藩政府の覚書を手渡し、英国の好意的な協力を求めた。その覚書によると、外交権を幕府から朝廷に移行させ、貿易独占権を幕府から奪うとともに、大名が治める所領において自由に港を開かせる。そして、真の意味での自由貿易を日本に齎すことへの尽力を要請している。更に 慶応二年二月九 、三月一二日の二度にわたって 寺島はクラレンドン外相との会見に臨んだが、英国政府を始め する通商条約締結国から、 「ミカド」 （天皇）に以下 要請して欲しいと訴えた。
その内容は、徳川御三家、国持十八大名、その他「ミカ
ド」が助言を必要とする大名を招集 、京都で会合をすること、 「ミカド」は招集した大名に対し、すでに批准した条約に署名させること、大名による批准後、各国公使は大坂で諸大名の代理人と会合し 批准を交換するというもの ある。しかし、これを行うためには、 「ミカド」 ・大君・諸大名による協議が必要となり、それは最低でも三ヶ月は要す こ になる。いずれにしろ、これ 実現すれば、外交 関して大君と諸大名の関係が一新されるとしている。どのように一新されるか具体的な言及はないが 双方が天皇の下で外交権を有するということであろう。
続けて、このことが実現せず、大君が新たな開港場所を定
めるなど、貿易独占を継続するならば、大君と諸大名は戦争を始 、日本全国が内乱状態にな だろうと締めくくった。つまり、寺島は幕府の貿易独占権を諸悪の根源 して弾劾し、その打破なくしては、英国が求めるような貿易環境の整備、貿易の更なる推進は不可能であるとした。そのための、天皇・将軍・諸大名によって日本の対外方針を決定する国是会議の開催の後押しを寺島は期待し その先にあ 幕府 なし崩し的な崩壊を企図 た。
この一連の事実は、薩摩藩の政治戦略を考える上で極めて
















日、幕府は朝命に従い近く家茂が上坂するとし、一方では、長州藩の処置のために進発を暫く延期し、時宜によって速に進発することを布告した。また、実際には進発に躊躇し、京都守護職松平容保に命じて、その猶予を斡旋させた。次いで、三月二九日には諸藩に沙汰して、藩主父子が江戸召致の台命を拒否した場合、将軍家は直 進発するので、予めその準備をすることを命じた。しかし、この段階でも具体的な日程は挙がらず 幕閣は将軍家 進発 消極的であった。
ところが、四月に入ると状況は一変し、進発が現実味を帯














































招き、将軍家の没落に繋がると指摘する。そして、 「三年も浪花城に罷り居るとは、何と申す迂説にて御座候や 一年も六ヶ敷御座候わん、何も扨置き、此の節の進発、天下のため雀踊此の事と存じ奉り候」と、大坂城で 滞在は一年が限度であろうと 見通しを示し、今回の進発は抗幕体制構築にプラスになるとの意向を述べた。
薩摩藩廟は大久保を上京させ、取り敢えず情勢探索と長州













通病無是非御事ニ御座候」と、一会桑勢力によって取り込まれており、それに対抗しうる卓越した人材に乏しく、相変わらずの因循に流れている状況を悲観する。そして、このような状況であるため、 「征伐之綸旨サエ出不申候テ、迚モ不可成儀ヲ、如何様奔走イタシ而も、無用ニ属スル而已ナラズ却而害ニ成トモ難図故、正三卿、内府公迄 十分之議ヲ申上、外ニ全ク口ヲ出シ不申候」と 長州征伐の綸旨の要求さえ幕府が申し出 ければ、到底 理をして周旋などできない。仮に奔走してとしても 無用であるのみならず、薩摩藩にとってはかえって害 なると判断し、正親町三条実愛および近衛忠房のみには十分に薩摩藩の方針を伝えるが、その他には一切口出しをしないとの方針を示した。
大久保は続けて、 「難差置大事ニ臨ミ候而者、不及論候へ























たものの、その間に期待した長州藩から 服罪使は現れかっ ため、ようやく幕閣も事態打開に動き出した。六月初旬に大坂に揃った閣老・一会桑勢力、そこ 諸藩の周旋方と連絡を密にする肥後藩京都留守居役・上田久兵衛が加わり、
主として、老中阿部正外と上田が中心となって、打開策が模索された。その結果、上田の建言に沿って長州藩に対する処分方針の勅許を獲得することで打開を図ることになった。
六月一七日、一橋慶喜・松平容保・松平定敬の一会桑勢力















府は長州 に末家・家老等の上坂の期限を伝達 た旨、大坂滞陣の諸藩に回覧し、その期日までに出頭しない場合 直に進攻するとして、予め準備するよう 命じた。これに対
九月一九日に藩士松原音三を芸州藩に遣し、やはり病気により上坂はできないとして斡旋を依頼した。
この間の薩摩藩の動向であるが、前述したとおり、大久保




















藩させるべきであると再決議し、藩廟でそのように決定したら交代兵の上京は差し止め、島津備後（珍彦） 迎船を早めに出して欲しい。また、将軍家の江戸帰府がなくても以前の兵数だけ残し、京都・江戸から藩兵を帰藩させること大至急、評議して欲しいと大久保に懇請している。そして、 「御当地評議之処も於其地御帰舶之上 決可仕 御示談仕置申候間、形行ヲ以奉達御聴御家老衆江も其段申出置候間、御帰之処折角奉待候訳ニ御座候」と、小松の帰藩を待って 定することが藩要路の決 で、久光の意向でもあると申し送った。このように、七月段階ではこれまで通り、中央政局から撤退して藩地に割拠する方向性は不変であった。
なお、大久保は「余事なれハ御評決被為在候而も可然候得














模様ニ無之」と、長州征伐は世論の支持を得ておらず、とても実行に移せない 現状を分析する。閣老は今回の進発は将軍家が独断で決めたことであると嘯き、その責任を将軍家のみに転嫁しており、その罪は重いとする。そもそも、進発の基は「第一会より醸候訳ニ而、是非長ヲ屠テ幕威ヲ興張之趣意ニ被察、今度大樹公参内之節も専閣老ヲ助ケ、仮令朝威不相立共、幕威ヲ押立候見込 候」と、会津藩を今回の首謀者と断定し、例え朝威が たなくても幕威を押し立てる魂胆である 糾弾する。
慶喜は「譎詐無限趣意隠然」 、桑名藩は「尊幕不足論」で
あり、 「三藩幕ヲ補助スト雖トモ閣老辺一同一和卜も難申形勢ニ候、反面内輪之動乱も難図機も有之候」と、幕府内部の閣老と一会桑勢力間の不協和音の存在を指摘する。このような状態では、 「清国之蹤跡 踏候ニ相違無之、 ニ悲憤言不堪候」と、清のような植民地化の道を辿る筈であると慷慨しながらも、長州藩は下関戦争以降、 「暴論過激之徒大抵眼ヲ豁開シ攘夷之不可成ヲ弁別 大ニ国ヲ開ク事ヲ唱候人心ニ相成候」と、通商条約容認に転換した長州藩に親近感を示す。
大久保は続けて、 「若大樹家竜頭蛇尾ニシテ東下相成候ハ








ると、 「此の度の再征は全く名もなきものと相成り、条理失い候儀と形行き、益先暗き方に陥り申し候 いずれ理を失い候わば、勢いを以て押して懸からず候わでは、致し方これなく候え共、勢いは相衰え居り、幕府一手を以て戦は出来申さず」と、長州再征は大義名分もなく見通しなども全く立たない状態で、幕威は著しく衰え幕府軍だけ は実行できないと断じる。そして、 「諸藩の兵を募ぶと申し の立様これある間敷、理勢共に失い候ては、尾 とれ候処如何相成るべく、最初名義を正しく致さず 、胸算を以 諸藩応ずべき事と軽卒に動き立ち 故行先拙策に陥り候事に 、大坂中の人気は弥増し 悪 悪評計り行われ、笑止千万の事に御座候」と、最初から名義を明らかにせずに幕令 発し、諸藩は従うはずとの目論見も外れて人心も失い 笑止千万な状態であると酷評する。また、長州宗藩および支藩がなかな
か幕令に従わず、 「紛々の計らいにて実に阿放を極め申し候事に御座候」と、幕府の二転三転する政策を揶揄した。
西郷は続けて、上京命令に応じない場合、九月二七日を期







らく長州藩は大坂への出頭は行わないと推測され 先に一報した幕命については脅しかも知れないが、九月二十七 までに上坂しなければ、 「断然 御所置相成るべくとの趣にて大坂 おいて諸藩へ相達し、口達を以て御国元へも人数手当
30
いたし置き候様」 、阿部老中の公用人より達せられた。しかし、 「出勢の儀は国家の大事件に候得ば、討つべきの罪を鳴らし、屹と御書付を以て、御達し相成らず候わでは、御国元へ懸け合い出来申さざる旨、申し取り候様申し遣 し候処、書面 は書き記しがたく候段返答相成り、再び押し掛け 儀も出来申さず、夫形頽れ込み 位に御座候」と、書面によらなければ鹿児島に掛け合うこともできないとしたが 拒否されたため、それきり なっている 伝えた。
そして、 「幕命を以て相募り候儀は、迚も出来申す間敷、
如何にもして朝命を申し下し候手筋も計り難く候得共、名に立ち候廉、益なき様に罷り成 候故 期限を誤り候事而已を申し て 外はこれある間敷や」と 幕命では諸藩が動かないため、何とかして再征勅許 獲得しようとして、期限 設定したのではない と推察する。幕府は「第一条理を失い上、勢い迄も失い候ては 迚も軍は す間敷やと、相察せられ候得共、断然の所置を付けるとの事に候得ば 無暗に戦を仕掛け かも計られざる事 御座候、戦 始め候ても益々尾はとれ申す間敷事に御座 」 、幕 の編成は難しいとしながらも、暴発による長州再征が実行に移さ る可能性を危惧 た。
また、幕府の過酷な手回しによって、福岡藩では乙丑の獄
が始まっており、 「五卿辺へ手を掛け候策これある間敷もの
とも思われず候に付き、一隊か二隊かは警衛として御差し出し相成り候 では、宜敷は御座ある間敷、若しや欺謀を以て捕え取り候ては、御国の信義に相拘る事に候間、容易ならざる場合に御座 」と 五卿 危害が及ぶことを過敏に恐れ、薩摩藩の信義に関わる して、警衛の守備隊の増派を求めた。そして、 「譬右の策こ あり候共、御国元より御人数差し出され候えば、決して手出しは相成り申す間敷事と存じ奉り候」と、増派があれば幕府は手出 不可能であると断じた。
中央政局に変化の兆しが見られ、しかも、幕府が長州征伐






















































し、当時の朝廷事情を吐露している。それによると、国事掛は毎月四・一四・二四日の三回ほど朝議に参会するものの、いつも議題がなくすぐに散会となり、軽事は一橋・会津藩周旋方が二条関白・朝彦親王に、重事は慶喜・松平容保が二条関白に相談して決めてしまい、国事掛でさえ知らない機密が多々存在する。二条関白は何事 つけ一会桑勢力へ委任しており、 「両三年ノ中ニ御一和、天心御安福ノ処ニ移シ候度、何分〳〵御心長ク行末御覧被下候様との事共、惣而其趣ニ被任候事」と、二 の並々ならぬ 会桑勢力への依頼を告げる。
しかも、議奏・武家伝奏（両役）への御沙汰なく、 「先々
内外御用向悉く会之老臣江殿・尹より 内話、会・ ノ論ヲ殿下ノ思召又ハ尹ノ御賢考卜被称、両役江被仰出候事ニ相成候」と、会津・桑名両藩の藩論が二条関白・朝彦親王の意見として両役に伝えられる。そして 「一 会・桑卜順々唱得共、実ハ会・桑・一卜可謂勢ニ候、万々御推察卜存候」と、一会桑勢力 言いながらも、実際には「会桑一勢力 である 指摘する。当時の中央政局が 津 によって牛耳ら
れる実態を悲観する。
また、二条関白・近衛忠房・正親町三条実愛・久世通煕は















から飛脚が到着し、四国代表が大坂に向かったことが判明したため、状況探索が叶うまでの滞坂 依頼し、 「二（二条斉敬）尹（朝彦親王）之処臭気甚敷、正（正親町三条実愛）内公（近衛忠房）より種々御論相立相成候得共、中々被行向ニも不相見得候処、何分今朝之一左右ハ無上之良薬ニ御座候」と申し送った。大久保は一会桑勢力と癒着する二条関白・朝彦親王を忌避し、忠房らに る諸侯招集の周旋に期待をかけ
たが、その説が採用されないとしながらも、今回の外国艦隊の来航は好機であるとする。通商条約の勅許を求めて来航した四国代表を外圧として利用し、諸侯会議 開催 目指すことが可能であるとの判断を示した。
こうした中で、九月二〇日、朝彦親王・晃親王・二条関
白・徳大寺公純・近衛忠房・一条実良・九条道孝・正親町三条実愛に加え、一橋慶喜・松平容保・松平定敬等の武臣も参内し、小御所にて長州再征・将軍進発について議論したが容易に決せず、二一日の明け方に至ってようやく幕府からの建議に内決するに至った。この事態 憂慮した忠房は大久保に内密に報じ、かつ晃親王 入説すべきと命じた。これに対し大久保は、本日には将軍家の参内があるため、端的に藩意を貫徹するに 実力者たる朝彦 を説破 るに限 ターゲットを変更し、宮邸に参殿した。
大久保は、幕府はもちろんのこと朝廷からも薩摩藩は嫌疑














相成候得は、幕府之難を御買被成候道理ニ御坐候 ケ様申上候得は長州え同意或ハ討幕之趣意とか可被思召 得共 かゝる大事ニ臨ミ左様之私意を以論し候 のニ無之、只名分之所存大義之所関を以御議論申上訳ニ御坐 」と述べ、ひたすら
朝廷を尊奉するための諫言であって、長州藩に同意しているとか討幕 企図しているとかではないと強調している。更に、薩摩藩の意見を一会桑勢力や閣老に示すことを懇請し、「義理判然可仕候、仮令其上幕罪ニ被陥候共、辞退不仕心底ニ御坐候」 、そ ために幕府から罪を受けることも吝かではないとまで言い放った。
これに対し、朝彦親王は当惑の体で、一会桑勢力が強過ぎ
るため、自分の力では負いかねるので、本日中に二条関白に国事御用掛の辞職を申し入れると述べたため、大久保は「此大事ニ臨ミ御傍観被成候而御本意ニ叶ひ可申哉、何等之為ニ御帰俗被為在候ヤト可 思召哉 まで詰め寄った。大久保の尋常でない物言いに圧倒された朝彦親王は、自分一人ではどうにもなら として、添え状まで手交して二条関白の許に至急行くように諭した 大久保はようやく退散した。
その後、大久保は午後二時ころ二条関白邸に伺候し、同様
の入説を行った。二条は何はさて置いても、 「近来此方薩を拒幕臭有之と之説、段々申触候段折々聞及甚迷或ニ存候、兎角愚蒙此方不行届 義ハ多 有之 候得共 御名殿（島津久光）基本ヲ被為開候てこそ如此ニ相成候得は 忠誠無二之藩たる事ハ兼而所存候間左様相心得可呉」と、薩摩藩を拒んで幕府に取り込まれている 喧伝されて甚だ迷惑であり 久光の文久二年の率兵上京から朝権が上がっ おり、最も忠誠
35
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を尽くしている藩であるとの意向を示し、くれぐれも雑言に惑わされないようにと述べ 。そして、昨夜の会議は紛糾したが、長州再征については服罪をしていないことは明白であり、朝敵である は理の当然である。そこに外国艦隊の来航の一報があったが、これについては諸侯を招集して衆議を尽すことに同意したが、慶喜らがこれに反発 たため れも幕府に委ねることになったと説明した。
これに対して大久保は、この間の朝廷を蔑にして勅命に反
















































の提案に基づき、賠償金三百万ドルのうち三分の二 放棄する代わりに、大坂・兵庫の早期開市・開港 通商条約の勅許、輸入関税の引き下げを三条件とすることとし 仏・蘭・米政府の了解を得た。よってパークスに対し、八月一七日受領訓令でそ 旨を報告し、更に九月四日受領訓令で、仏蘭・米公使と協議の上、その対応を委任した。パークスの提案は、将軍家茂が「ミカド」がいる京都に近い大坂におりしかも、五人の老中の内四人が随従する今が絶好の機会であり、大坂湾まで艦隊を率いて乗り込み 英国政府案で交渉ることで、最初は渋っていたロッシュも歩み寄り 九月一
日には四国代表間で同意を得た。
唯一の在府老中水野忠精は若年寄酒井忠毗・外国奉行菊池
隆吉・軍艦奉行栗本鋤雲を横浜の外国公使館に派遣し、その計画の中止を求めた。更に水野自身も横浜で四国代表との折衝に大いに尽力したものの、その意を果たせなかった。一三日、パークスらは三条件を要求するため、軍艦九艘（英五艘・仏三艘・蘭一艘） 率いて横浜を出帆し、一六日に兵庫沖に至り、同日、パークス・ロッシュは れぞれ通訳官シーボルト、カション等を大坂に派遣し、来航の趣旨を幕府に告げて応接の期限・場所を協議すること 求めた。
そのため、大坂町奉行松平信敏・井上義斐、目付赤松左京














































が迫る大事件の出来であるが、西郷らが言う通り かえってこの事態を好機会と捉えた。しかし、 「於朝廷第 公平正大至当之御所置無 候而は、彼か術中 陥 受汚辱候儀も難計事御坐候間、必至 御尽力之所呉々も奉祈候」と、朝廷が公平至当と言える諸侯会議を招集しなければ外国の術中に陥り、恥辱を受けることになるため、必死になっ 周旋するように求めた。
また、西郷より状況に応じて久光の上京を求めたが、 「疾
40
ニ其通ニ而御談合相成候半と奉存候」と速やかに応じることになろうとの見通しを伝え、 「御書面之趣を以は朝議別而危害歎息ノ至、此節社皇土之大地盤相居り不申候而は、頓と挽回之期有之間敷 只々賢兄等 御尽力を奉祈候外無之」と、重ねて尽力することを懇請した。鹿児島では、外国艦隊の大坂湾闖入の一報を受け 久光の上京が事実上直ぐに決定したことが窺える。久光はこの事態を逆手にとって、京都での諸侯会議、そして外交権を幕府から朝廷に移管することを企図した。
ところで、大久保は福井に九月二七日に到着し、同夜に春











を召して衆議を尽すべきである の意見を告げて、春嶽の上京を促しており、これに応えるものであった。忠房に対し、春嶽は大久保が到着した同日に幕府を介して上京の朝命を諸侯に伝えるべきである旨を回答 ており、薩摩藩と同論であった。このような経緯も相俟って 春嶽は大久保の意見を快諾して、早くも一〇月一日には中根雪江ら 共に出発した。
しかし、春嶽はその途次に京都から福井に急行していた毛





























































じられた慶喜は、二六日に大坂城に登城して 庫開港という幕議決定をご破算にす を迫った。その上で、慶喜は改めて将軍が上洛して勅許を奏請すること また、四国代表に十日間の猶予を求めることを提議してそれに決 た。そして、若年寄立花種恭・大目付田沢政路ら 兵庫に急派し四国側の了解を得た。しかしこれ以降、朝幕間は意 疎通を欠き、二九日に朝廷は 府に阿部・松前両老中の官位を剥奪し、藩地において謹慎させ後命 待つことを命じた。一〇月
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阿部正外・松前崇広による「過挙」であり、 「軽挙之妄動大将軍之威光も損し恐入候次第奉存候、 橋公へ御譲位之一條御所ニ於而も嘸々御当惑と奉恐察候」と将軍の威光も損じてしまい、慶喜への将軍職交代には朝廷も当惑したであろうと嘆じる。そして、 「尭舜之授受 違ひ一時之憤怒
より
起る匹夫





























せ、 「次第ニ而不及御微力 付、薩藩より応接之処御請合ニ而言上之意有之間敷哉」と 薩摩藩の意向 確認する依頼があったため、藩要路を既定の方針に従い次の回答を め、井上に持参さ た。



















ることを武家伝奏に認め、勅許が国家の存亡に関わると切言し、また、容保は小笠原と共に朝彦親王に談判し、大原派遣を断固として阻止しようとした。大久保 忠房から勅許は阻止できない 聞き及び、 「此上は諸侯御召、且兵庫開港之処、御動キ無之処 第一ニ可有御座段」 、兵庫開港は諸侯会議で決定することを強く申し入れて退散 原も慶喜と激しい激論となり、大原が「終 箇様 大事件前以及言上候ハヽ、諸藩 召ニも相成 篤と可被尽衆議 処、昨夜ニ相申出則御決答被下度と申義難心得段」 、詰問に及んだところ、慶喜は、 「是ハ私一人之重罪ニ候間、如何様共厳罰ヲ可蒙」と回答して、頑として応じようとはしなかった。
また、慶喜は在京の諸藩士に条約勅許・兵庫開港の可否を
諮問することを提案し、それに決したため、翌一〇月五日、会津藩士外島機兵衛・大野英馬・広沢安任、桑名藩士岡本作
之衛門、鳥取藩士安清風、岡山藩士花房義質、肥後藩士神山源左衛門・上田久兵衛、薩摩藩士内田政風、土佐藩士津田斧太郎、久留米藩士久徳与十郎、柳河藩士宮川登三郎、佐賀藩士長森伝次郎、福岡藩士東郷吉作 津藩士戸波明太郎、越前藩士森賢次郎、芸州藩士熊谷 加賀 里見亥三郎等を召し、二条関白以下、正親町三条実愛・野宮定功・慶喜・容保・定敬・小笠原等が臨席して意見を聴取した。
上田久兵衛・外島機兵衛・津田斧太郎・久徳与十郎らは条











どころか拒否されたため 幕府はそ 後の対応 苦慮する事態に至った。幕府はフランス公使ロッシュと計り、兵庫は期日通り 開港し、事情が許せば先期開港するこ 、兵庫の即時開港不可の代償として、償金は予定通 に支払い、税率改正の協議を開始するとの覚書を外国代表に示して、何 大坂湾から外国艦隊の退帆を実現した。しかし、兵庫開港問題はこれ以降、国家レベルの懸案事項であり続け と薩摩藩との関係に楔を打ち込むことになる。
一方で、この間の混乱で老中阿部正外・松前崇広 失脚し
て幕閣体制 一新され 一〇月九日、老中格小笠原長行を老中とし、側衆竹本正明を罷免して、御用取次見習朝倉俊徳を側衆とした。翌一〇日に将軍家茂は慶喜に政務輔翼を命じて、慶喜の官位の昇進を奏請したため、朝廷は慶喜 従二位権大納言とし、政務輔翼中 御車寄から昇降する を許可し、特に摂海防備を厳重にすることを命じた。更 、二二日には備中松山藩主板倉勝静を老中とし、二四日、板倉 大将
軍進発扈従および進発御用取扱を、小笠原に進発中勝手御用取扱を命じて板倉・小笠原体制を確立し、一会桑勢力と協調しながら長州再征問題にあたった。
朝幕間は家茂の辞表提出後、その撤回はあったものの円滑
さを欠いており、特に家茂の参内によって朝幕関係の盤石さを示す必要があった。一〇月二七日に至り、ようやく家茂は一会桑勢力・老中本荘宗秀等を へて参内し、天顔を拝してこの間の寵命 謝した。これに対し、朝廷は庶政を一新し、武備を整備して外侮を受けないよう 計らうことを命じた。ここに改めて大政委任が確認され、朝幕の融和関係はかろうじて弥縫され、第二次長州征伐へと突き むことになる。なお、一一月一五日に大老酒井忠績 、一七日には若年寄酒井忠毗が罷免されており、江戸での幕閣刷新も加速していた。
なおこの間、朝幕間にあって最も効果的だったのが上田久





















勤交代・諸侯妻子在府の復旧阻止は、藩是実現のために何としても阻止しなければならない 象であった。特に長州藩処分の決定については、諸侯会議を開催し衆議によることを画策しており、抗幕志向の戦略として西国諸藩連合を提唱 ていたが、その実現に向けた具体的 方策であった。征長総督慶勝と一橋慶喜 同意を得たも の、松平容保や肥後藩京都留守居役・上田久兵衛らの巻き返しにあって実現には至らなかった。
薩摩藩の周旋方法として、主として小松帯刀・大久保一蔵
による関白二条斉敬 朝彦親王・近衛忠房へ 執拗な入説が実行された。その結果、三月二日御沙汰書に結実 たが、そこには薩摩藩が目論んだ参勤交代・諸侯妻子在府の復旧および毛利父子・五卿の東行中止が謳われ、将軍家 上京も強く催促されおり、周旋活動は成功したかに見えた。しかし、御沙汰書の直接降下を阻止する過程で一会桑勢力は急速 結びつきを強め、朝議での審議事項について、予め一会桑勢力打診するという政治体制が構築されることに帰結した。
48
参勤交代復旧等の中止が実現し、一方で福岡藩と連携した
五卿の復権と朝威の回復が頓挫したことも相俟って、元治元年秋以降 既定路線であった小松・大久保・西郷の帰藩が実現し、海軍の振興を柱とする藩政改革が優先された。こうした中で、五月一六日、将軍家茂は進発を開始したが、三月二日御沙汰書の内容を巧みに無視する状況を作り上げ、朝廷から指示された上京ではなく、自らの意思による長州再征のための上坂と規定された。しかし 進発はしたものの、当初から武力発動に消極的 あったことは否めず、幕府権威 更なる失墜を招来する結果となった。
将軍家進発の事態に対し、情勢探索と長州再征を阻止する










迫ったため、形勢は勅許止む無しに傾きつつあった。しかし、ここから近衛忠房を擁立する薩摩藩の巻き返しがあり、諸侯会議の招集の上、衆議によって決定する、それまでの時間稼ぎのために使者を派遣するという建言を容れて、大原重徳を指名して談判することに内定し、護衛と て薩摩藩からは岩下方平・大久保を随従させること 決した。 かし 慶喜はこれに反対して容 と連署し その不可なること 武家伝奏に認め、勅許が国家の存亡に関わると迫 など猛烈な巻き返しを図り、遂に条約は勅許となった。しかし、兵庫開港は拒否されたため 幕府はその後 対応 苦慮する事態至った。
なお、こうした薩摩藩の過激な動向は朝廷や幕府の嫌疑は
もちろんのこと、薩摩藩の思惑を遥かに超えて英国を始めとする外国勢力からも疑惑の目を向けられることになり、 れ以降の大きな難問に発展する。また 中央政局では薩摩藩が長州藩のみならず、外国（英国）と結びついているとの嫌疑が公然と語られており 既にこの段階で薩長融和が前提 され、しかも、諸藩においてもその とが半ば事実として喧伝されていた。
本稿では、長州藩処分の決定に関わる諸侯会議について、
朝威を背景にした衆議 いう 義名分の下、西国諸藩連合を結成し、幕府に対峙 て国政へ 容喙を実現する方策であ
り、抗幕戦略の要である朝廷権威の向上、幕府権威の失墜を一気に図る薩摩藩 戦略として位置付け、慶勝・慶喜を取り込むこと、特に慶喜については幕府本体と対峙するために担ぎ上げる適任者と判断し、小松が接近して江戸幕閣との離反を画策したことを論じた。また、三月二日御沙汰書について、小松・大久保の二条関白や朝彦親王への入説状況および交付過程を明らかにし、その交付にこだわる余り、結果 して薩摩藩は慶喜の取り込み 果たせなかったことを明示た。
また、長州再征・通商条約の勅許に至る過程において、薩

















1）佐々木克『幕末政治と薩摩藩』 （吉川弘文館、二〇〇四年） 、久住真也『長州戦争と徳川将軍』 （岩田書院、二〇〇五 家近良樹 西郷隆盛 幕末維新の政局』 （ミネルヴァ書房
 、二〇一一年）他
（
1） 「万石以上之面 江戸在住復旧達書」 （鹿児島県維新史料編さん所『鹿児島県史料（忠義公史料） 』 （以下『忠義』 ） 、鹿児島県、昭和五一年）三、史料番号四二六、五〇八～五〇九頁）によると、以下の通り沙汰している。










1）島津久光書簡（水野忠精宛、一月二五日、鹿児島県歴史資料センター黎明館編『鹿児島県史料（玉里島津家史料） 』 （以下『玉里』 ）四、鹿児島県、平成七年、史料番号一二六八、四七頁）
（
1） 「久光ヨリ幕府ヘノ建言」 （一月、 『玉里』四、史料番号一二七〇、五〇～五二頁）
（








（1）小松帯刀書簡（大久保一蔵宛、一二月一三日、立教大学日本史研究室編『大久保利通関係文書』 （以下、 『大久保』 ）三、マツノ書店、二〇〇八年復刻版、二一一～二一三頁） 。これに関連し、 「当月より正月 掛而は橋公辺之処、何と欤申場に至り候段内心心得之為しらせ候趣柴田（東五郎） 、新納嘉藤次方に参り咄いた 候段申越候、若左様之節ハ薩橋公江組し ヘハ則天下両立に相成
候間其辺相含候様申居候よし、定て奸吏之手先且は此方之情実為承に手数いたし候事と被察申候、若外心有之事ならハ近日相分候事と存申候、橋公と幕との争ニ何そ此方分関係之筋ニも無之面白き事ニ御坐候 衰運之初に御坐候」と、幕府が薩摩藩と慶喜の合体を恐れていることが窺える。 お、 「松前様ハ長州征伐と名は御座候得共専一橋江嫌疑有之風聞ニ御座候、一橋、会津所司代関東之聞得不宜兵勢を張右等を退ケ可申哉之説も有之 得共、当分之微力ニ而ハ迚も果断之所置手着ハ出来申ましく寔ニ無理成奸察ニ御座候」 （大久保一蔵宛内田正風書簡、一二月一三日、 『大久保』二 七〇～七二頁）一会桑勢力全体に対して嫌疑があるとしな らも、東下は叶わないと推察している。
（
（1）内田正風書簡（大久保一蔵宛、一二月一三日、 『大久保』二、七〇～七二頁） 。なお 内田は「関東自滅之姿穏成申候、只今関東江 橋御帰之策弥相立候得 実ニ不容易形勢打重り可申ハ案中ニ御座候」と慶喜の東下に反対し、それを求める幕府の自滅を想定している。
（






（1）吉井友実書簡（大久保一蔵宛、元治元年 二 七日、 『玉里』三、平成六年、史料番号一二三八、七五一～七五二頁）
（
（1）上田久兵衛書簡 父宛、元治元年 二月一〇日、 『幕末京都の政局と朝廷』 、八五～九〇頁）
（











11） 『朝彦日記』 、二月二五・二七～二九日、三月一日条、一七八～一七九・一八二・一八三～ 八四・ 八六～一八八頁
（
11） 「将軍上洛、参勤制ヲ文久二年ノ令ニ復スヘキ御沙汰」 （ 『玉里』四、史料番号一三一一 二 頁）
（







































11） 『吉川経幹周旋記』三 東京大学出版会、昭和四五年復刻、八一頁）によると、高崎 六は岩国 士大草終吉に対し、二 日に出立し、四〇日間、鹿児島に滞在した後、上京する見通しを述べている。
（













11） 「不容易企有之」について、七月九日、幕府は米国代理公使ポートマンに対し、上海における長州藩の蒸気船の密売に関する取調書を送付し、これを本国政府に報告して、その船を購入した米国商人およびその関係者を処罰することを要求した。その船とは 下関事件で撃沈された壬戌丸 ことで、長州藩はそれを引き揚げ、慶応元年二月には大村益次郎を上海に派遣し、壬戌丸の売却とその利益による銃器購入を命じていた。
（
















































































11）永田蘇武之助上達（一〇月一日、 『贈従 位池田慶徳公御伝記』三 鳥取県立博物館、昭和六三年、四〇八～四〇九頁）
（





















































ち下され（略）上田第一会津の手先 て御座候処、国中において議論相起こり、右の次第に及び候由に御座候」と上田の召還を伝え、 「細川正義に立ち替り候わば 頓と頼る方これなき のと相成 申すべき儀 御座候」と、外様諸侯は肥後藩に倣って出兵を控えるだろうとの見通しを示した。
（
（11）近衛忠房書簡（島津茂久・久光宛、一〇月七日、 『玉里』四、史料番号一三九九ノ二・三、三九三頁）
